






























































写真愛好家達の活動 一端を明らかに 、その特質について考えたい。また、黒田清輝、小川一真の掲載写真に対する 価を分析し、そこ 反映された彼らの写真観についても触れることにする。　　　
一、暫定的分類
　































































刊行された一群と想定し 。掲載写真は統一感に欠けるが 各号の冒頭部分には絵画、建築、陶磁器、漆器がまとまって掲載される。この一群に続く番号５～８の画題にそれぞれ絵画、彫刻、陶磁器、漆器が含まれているので その順序に対応させて番号１～４を設定した。
　
















のために設定した「番号」 、 「同人名」 、 「よみ」 、 「投稿総数」は、その同人が『華影』に対して投稿した写真の総計である。その下の「 『華影』暫定番号」と「１ 「２」……など 数字が並んでいる項目は各暫定番号の『華影』に対する同人の投稿 である。例えば、靑木信光は暫定番号１の『華影』に対して四枚の投稿を行っていことを示す。各同人の投稿分布を示している。　




















































































































































































































40 年 3 月〜





3（ 年 3 月〜





36 年 2 月〜




















































































































































































































































































































































性も排除できず、未発見の二十六、二十七号もこの期のものである可能性もある。表紙タイプはＣとＤにまたがる。平均投稿数は十四・三となり、Ⅰ期と較べると半減している。この期の最大の特色は黒田清輝と小川一真が採点者、評者に招かれ、各百点の持ち点で採点し、 両者の合計点で入選作を選定している点である。さらに二十五号の一部を除き、各作品の印画評も掲載している。アマチュア 作品とは言え、印刷された写真に対する彼らの批評が聞けることは貴重である。印画評には彼らの写真に対する基本的な着眼点、分析手法、価値観が反映されてい とが予想されるからである。これまで最小限と言って良いほど文字情報が少なかった 『華影』がにわかに饒舌とな のがこの期である。入選作選定者 明らかになり、 理由も明快 なる。印画評に対する分析は五節で行うこと し い。Ⅴ期　
二十八号だけをⅤ期に分類した。印画評、採点の有無を分類指標に採用すると、





































日にも戸田忠雄へ「第四回華影会」のために種板二枚を差し出している。牧野、戸田は共 表２から華影 同人であることが判っているので、最初に牧野が德川慶喜の親戚のつてを頼って接触していることがわかる。種板五枚を持ち帰っているので慶喜が「華影会」に参加する約束を取り付けたのだろう。その後、戸田は二度ほど種板を借用している。 『華影』という誌名を会名 含む「華影会」は同誌の刊行団体と考えて良いだろう。十一月九日に 打ち合わせをして るので、この時までに華影会の会合は三回しか開かれてい かったことが判 。会発足後それほど時が経って なかったと想像される。表１と対照すると、三十六年 月に画題が設定されてからこの時まで 刊行された『華影』は五～七号 三冊と推定できる。発足間もない会で画題を決め には会合を持つ必要があるので、第一回から第三回の華影会は五～七号の各『華影』に対応してい 可能性を視野に入れておいてよいだろう 五号より前の『華影』 、 つまりⅠ期の『華影』は統一感に欠け が、これは正式もしくは本格的な会発足以前の試行的な刊行であるためかもしれない。　
先述の通り、慶喜は三十六年に三回種板を華影会に差し出している。同時期に刊
行された五号、七号、八号に掲載された計八枚がその種板 す と考えら る。一月に五枚、十一月が二枚な で枚数が記載されない九月は一枚だろう。この年十二月二日、牧野が来邸し、 「華影会大 」の会場につ て相談し、同月十七 芝公園内にあった「紅葉舘」で行われた大 に慶喜は参加し る。慶喜は現在までの調査で総計九枚の写真を投稿して るが、その内の八枚が三十六年に集中する。参加当初は会の運営の相談もうけていたが、その 、彼の で 活動は下火に る感がある。その中で三十八年二月八日の記事は注目される。
























































































































































































































































































































































































三通は黒田に対し、 華光会 例会」 、 「総会」 、 「大会」への出席、 投票 、 御批評」を依頼している。会場はいずれも華族 館であ これから華光会 四十四年十二月まで定期的な会合を開き 黒田に投票、批評を依頼すると う活動を続けていたことが判明する。　





































れる。第五等まで同様に続く。二十一号には二月、三 の例会分と合わせ 計三か月分の印画評が載せられる。こ から華光会の例会で述べられ 印画に対す 批評






て使っている抽象概念である。 「図様」は主要モティーフの配置や選択、 「位置」は撮影場所や全体の画面構成、 「遠近」は遠、中、近景 調和、 「光線」は光の当たり方だが、風景写真ではそれをどの様に選択したか、撮影に生かしたかという点 評価に影響している。これまでの項目は多分に絵画と共通す 要素でもあるが、 「濃淡」以下は写真印画紙特有の項目 濃淡 印画紙の階調及びコントラスト、 「原板」は写真原板
（ガラス製の乾板だろう）
の仕上げ方、状態、最後の「印画」




原板ノ濃淡少キガ故ニ画ニ於テ黒白ナシ コノ画、原板ノ写度過ギタル為メ濃淡ヲ失ヒ、且ツ焼付ニ於テモ過度ノ如ク思ハル」と八十点をつけている 原板ノ写度が過度であるため濃淡を失っているとしている。濃淡が失わ た欠点 補うため、井伊は印画紙の焼き付けの際にそれを補正し うとしたがそれも「過度ノ如ク思ハ
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百点をつけている。彼は題意に適合し、位置も宜しきを得ていると 水面と空は同色ではあるが、自ずから境界を識別できる 評価している。つ には「強テ非難ヲ云ヘバ余リ能ク出来過ギタルノ嫌 リ」とまで述べ いる。　
華光会例会での採点、印画評は写真を趣味として楽しむアマチュアに対するもの
である。当時の支配階層である華族の同人に対して黒田、小川共 所、短所を率直に指摘し、時に手厳しい言葉を浴びせる。百点満点で四十点 いう辛い採点をす
























端に触れてきた。その他の印画評全体を通覧してみた 。評価 着眼点で小川 あって黒田にほとんど見られないのは、写真の技術面 言及である。特に 「写度」に関しては小川が全体の約三分 一で言及しているのに対して黒田 全く言及しない。これは黒田が洋画家であるので当然のことであるが、小川が同人達に与えている技術的アドバイスは高度で実践的である。技術面を除くと 画面 分析手法は写真を絵画と見なしての評価になってい 。しかし 前記Ｃ
︱
２で見たように、














を確実に識別できたはずの黒田がこれらの変化にまったく言及していない は不審である。これらの質感の差は特段言及す に値しな も として無視した だろうか。　
印画評は二十一号から二十五号まで掲載されるが、二十五号では一月の画題まで

















が美術品なれば写真は工芸のやうな感がする」とも述べている。しかし、彼 真意は写真を批判することで なかった。 「左様で くし い、写真もよく応用し なら必ず美術品になるに相違ない」と続け、そういう作品を「今後作つて貰ひたい目下の処では自分は美術と感じない、これを美術となす方法と手腕とは諸君に待たねばならぬの す」と辛口のエールを送った。黒田は写真を美術品とは認めず、一段格下の「工芸品のような」も したが、美術品と る可能性を認め そうなって欲しいと述べている。では、 「こ を美術と 方法 手腕」 はどのようなものだろうか。　「先づ、絵画の習ひ初めは、人物よりも風景の方が入り易い、写真も左様であらうと思ふ」とし、写真を美術品とするため 、絵画の習得方法 つい 語 。絵画に倣えば、写真は美術に成り得るという認識である。風景を習得するには、 「前景、中景、後景、を具へること」が必要で、その は「あらゆる 面の智識と熟練が必要と説く。続けて「人物を描くには其人固有の骨格風貌を現 す が必要であると同時に 其生命、其活気其表情 描き出すことも亦大に必要であ 」とする。これは風景ではなく、人物につい 述べられたも で あるが、形似 超えて「其生命、其活動」を描かなければならないという点は、印画評で「趣味」 、 「面白 味

















り「黒田君と私が約束した を帝展に入れたい」という願いは 皆が協力すればかなうだろうと述べる。こ で気になるのは黒田が文 入れ 努力をする際に「美術」という言葉を使わず「工芸美術」という単語を用 いる点である。努力を重ねたと も、美術よりはやはり格下という認識 あったのかもしない。ともあれ、黒田 小川は写真の地位向上を図り、美術並の資格を持つ芸術して社会的認知を獲得しようとする同志的繫がりを持っていたのである。　　　
おわりに代えて
　『華影』は華族だけが集まる閉じた世界の中で刊行された。公開を前提としないので、率直な彼らの意志が反映さ た。写真を写すこと 素朴な喜びを共有し Ⅰ期、共通画題を設定 比較を可能にし Ⅱ期を経 、優劣を決めるようになっ


















Ⅲ期、 洋画、 写真の専門家を招き、 技量の向上に切磋琢磨するようになったⅣ期と 『華影』には純粋なアマチュア写真 の活動の履歴が残されている。この時期のアマチュアの印画を目にする機会が少ない現状において、五六八点の印刷画像は貴重な情報源となる。また、Ⅳ期の活動は、洋画家 権威を招き、絵画的価値観、体系のもとで技術向上を図っているので、彼らの写真は明らかに絵画を志向している。絵画に範をとる写真をピクトリアリズム と呼んでいるが 彼らのⅣ期の活動は、その潮流の一つに数えられるだろう。特に 絵画 権威から直接指導を受け、その内容までも知るこ ができる点は貴重であ 。そして、Ⅰ期 Ⅲ期はそれが明確になるプロセスを示していると読むことも可能である。　
小川、黒田の具体的かつ直接的な写真批評、分析は『華影』と出会うことによっ




















































」 （ 『将軍のフォトグラフィー』展図録、松戸市戸定歴史館、平成四年） 、 「幕






















14）いずれも日本カメラ博物館所蔵。 『富岳集』の発行年は不明だが、 『韓国集』との共通する雰囲気や奥付 欠くことなどから『韓国集』 少し前の発行であること想像される。




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































21-13 画題「車」明治 40 年 3 月
第三等 井伊直安
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